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前回（平成30年度）定期報告書における指摘事項と対応状況

項対応状況指摘事項項目

―・なし防災操作

―・なし利水補給

―・なし堆砂

P58～
P59

・底泥からの栄養塩の溶出については、定期水質調査に
よりモニタリングを継続している。貯水池底層では底泥
からの溶出に起因すると考えられるT-N、T-Pの濃度上
昇傾向がみられるが、水温成層が形成されており、表
層への影響は小さいと考えられる。

・底泥からの栄養塩の溶出についてモニ
タリングを継続すること。

・成層期では水温成層が形成されており
表層への影響は小さいと考えられる。と
修文すること。

水質

P94、
P104～
P105

・外来魚駆除作業における各調査年の駆除数の整理、国
勢調査におけるダム湖内の確認個体数及び割合の整理
から、駆除効果についてとりまとめた。

・平成24年度以降、魚類の全体確認個体数に対する外来
魚の割合は減少している。

・外来魚駆除活動によりブルーギル等が
減少したことと、活動をやめたことでブ
ルーギルが増加したということがわかるよ
うに表現を改めること。

生物
P106・令和元年度～４年度に毎年調査を実施している。移植先

では、ヒメカンアオイは継続して生育しているものの、ギフ
チョウの卵は確認されていない。移植先の林縁部の環境
も大きな変化はみられていない。

・水辺の国勢調査の昆虫類調査、植物調
査や環境基図調査時において、ヒメカン
アオイに産卵したギフチョウの卵を確認す
ること。また、周辺の森林状態に注意して
引き続き生育状況を監視していくこと。

P117、
P121

・X(旧Twitter)やInstagramを活用するとともに、ＴＶ等のマ
スメディアの取材協力を通じて情報発信を行っている。

・こうした工夫等により、コロナ禍により一時的に減少した
来訪者数も令和４年度にはコロナ禍前と同程度まで回復
している。

・若者向けにインスタ等のＳＮＳをもっと活
用し、PRするなど、工夫すればさらに集
客できると考える。

水源地域
動態
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重点管理項目

①異常豪雨の頻発化に備えた防災・減災対策の推進
→ダムの適切な防災操作、水害リスクに対する理解促進の取り組み、避難

行動に繋がる適時・適格な情報発信

②水質保全対策施設の適切な運用によるダム貯水池並びに
下流河川環境の維持・保全

→小里川バイパス設備・選択取水設備の運用による濁水・冷水放流対策、

猿爪川バイパス設備・浄化施設や表層循環設備の運用によるダム貯水池
の富栄養化対策

③特定外来生物をはじめとした外来種対策と重要植物の
監視（外来種駆除作業・重要種の移植・監視等）

→ダム貯水池における外来魚駆除作業（ブルーギル、オオクチバス等）や

特定外来生物対応、重要植物の移植箇所における生育状況等の把握

④ダムを活かした水源地域活性化の推進

→地域と一体となったイベントの実施、SNS等を活用した情報発信、地域

に開かれたダムとしての整備と活用



１．事業の概要
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小里川ダム



小里川ダムの概要
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重力式

コンクリートダム
形式

114ｍ堤高

EL.404.0m天端標高

331.3ｍ堤頂長

55.0ｋｍ2流域面積

0.55ｋｍ2湛水面積

15,100千m3総貯水容量

庄内川流域と小里川ダムの位置図

小里川ダム：国土交通省
（管理開始：平成16年【19年経過】）

水系名：庄内川水系小里川

位置:左岸 岐阜県瑞浪市陶町水上

右岸 岐阜県恵那市山岡町田代

目的 ・防災操作（洪水調節）
・流水の正常な機能の維持
・発電

小里川ダムの諸元

え な し やまおかちょう たしろ

みずなみし すえちょう みずかみ

小里川ダム

国土地理院

多治見
土岐 瑞浪

小里川ダム

市原

瀬古

玉野

志段味

枇杷島

愛知県

岐阜県
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流域の概要
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小里川流域の地形は、愛知県北縁の三河高原に続く標高500～700mの丘陵
山地となっている。小里川ダム流域面積は55km２と比較的小さい。

小里川ダム地点における至近10ヵ年の降水量は1,787㎜であり、全国平均の
1,707㎜より若干多い（約5％）程度である。

年平均降水量（小里川ダム地点）

※全国の年平均降水量は、H24～R３年にかけての平均値
国土交通省水管理・国土保全局水資源部
「令和４年版日本の水資源の現況」 （令和５年）

庄内川

小里川ダム

小里川ダム地点における至近10ヶ年平均値（1,787㎜）

全国の平均値（1,707㎜）※
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事業の経緯

 昭和44年度より庄内川が直轄管理区間に指定さ
れ、これに伴い河川総合開発調査として予備調
査を開始した。

 昭和47年７月に梅雨前線による洪水が発生し、
多治見市、土岐市、瑞浪市などで甚大な被害が
発生した。

 小里川ダムは、昭和57年４月に建設事業に着手
し、昭和58年３月に工事実施基本計画を告示し、
平成５年２月に本体工事着工、平成13年10月に
本体が完成した。

 平成14年12月から平成15年６月にかけ、試験湛
水を実施の後、平成16年４月に管理を開始した。

小里川ダム事業の経緯

ダム建設前

備考事業内容年 月

庄内川工事事務所①予備調査昭和44年4月

②実施計画調査昭和54年4月

小里川ダム工事事務所③建設事業着手昭和57年4月

④基本計画告示昭和58年3月

⑤損失補償基準調印昭和59年1月

⑥本体工事着手平成 5年2月

モニタリング部会開催
（平成13年～17年）

⑦本体完成平成13年10月

⑧試験湛水開始平成14年12月

⑨試験湛水終了平成15年6月

⑩竣工平成16年3月

小里川ダム管理所⑪管理開始平成16年4月

ダム建設中 竣工
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庄内川における過去の洪水(1)

地点流量（m3/s）
被害状況原因発生年月日

多治見地点

－多治見市中心部のほとんどが浸水秋雨前線昭和32年（1957）8月

－庄内川・新川13カ所破堤伊勢湾台風昭和34年（1959）9月

1,330上流各地で被害甚大、死者6名梅雨前線昭和47年（1972）7月

770床上浸水 1,327棟台風17号昭和51年（1976）9月

1,400台風10号による出水台風10号昭和58年（1983）9月

1,420上流部で浸水被害、洗堰からも越流熱帯低気圧・秋雨前線昭和63年（1988）9月

1,840上流部で浸水被害台風22号平成元年（1989）9月

1,330床上浸水 1,722棟台風18号平成3年（1991）9月

1,490上流部で床上浸水31棟梅雨前線平成11年（1999）6月

1,500庄内川・新川 床上浸水11,900棟台風14号(東海豪雨)平成12年（2000）9月

1,260床上浸水631棟台風15号平成23年（2011）9月

1,580土岐川河川公園における土砂洗堀前線令和3年(2021)8月

庄内川における主要洪水の概要表

 庄内川における過去の洪水は台風に起因するものが多く、破堤による氾濫等による浸水
などにより、人家や農作物等に多大な被害をもたらしてきた。

 近年の台風においても、家屋の浸水や田畑の冠水等の被害が生じ、特に平成12年9月の
東海豪雨では枇杷島地点などで計画高水位を上回り、庄内川で越水が発生した。
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庄内川における過去の洪水(2)

昭和34年9月洪水
宝神町地内破堤状況

昭和47年7月洪水
土岐市内の浸水状況

昭和63年9月洪水
洗堰から流れ込む庄内川の濁流

平成元年9月洪水
万場大橋付近

平成3年9月洪水
橋桁を洗われそうな一色大橋

平成12年9月洪水
東海道新幹線庄内川橋梁付近

過去の庄内川の被災・出水状況

平成23年9月洪水
庄内川を流れる濁流

（名古屋市北区 水分橋上流）

令和3年8月洪水
多治見市 多治見観測所
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庄内川流域治水プロジェクトにおける小里川ダムの取組

○ 気候変動による水害リスクの増大に備え、河川管理者等に加えて、あらゆる関係者が協働
し、流域全体で水害を軽減させる治水対策「流域治水」を推進する必要がある。

○ 庄内川流域は、日本経済を支える産業集積地域である反面、日本一のゼロメートル地帯を
有する水害リスクが高い地域である。

○ こうした背景を踏まえ、庄内川流域のあらゆる関係者（国・県・市町・企業・住民等）が協働し、
「庄内川水系流域治水プロジェクト」をとりまとめ、事前防災対策を進めている。

 庄内川水系流域治水プロジェクトの背景、目標

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策施設として以下の対応を実施

●事前放流による流出抑制対策

 小里川ダムでの取り組み



２．防災操作

防災操作計画及び防災操作実績を整理した。
過去の洪水について、下流の河川流量・水位の低減効果を評価した。

なお、今回は平成30年度～令和４年度において防災操作を実施した
洪水の中から、流入量が既往最大であった令和３年８月13日～14日の
洪水について報告する。

11

該当ページ対応状況前回の課題

・P14～20

・P24～26

•流量資料の蓄積及び防災操作効果を整理・公
表し、適切なダム管理を実施している。

•異常洪水に対応するため、小里川ダム下流河
川において、「庄内川水系 小里川（ダム下
流）浸水想定図」を作成し、地域住民を対象に
啓発活動を行っている。

•今後とも、流量資料の蓄積および
防災操作効果の検証を行い、より
適切なダム管理を実施していく。

•異常洪水時、適切な防災操作を行
うことができるよう、引き続き、関係
機関と連絡・調整を密にしながら、
万全な備えをしていく。



12

庄内川流域の洪水浸水想定区域等の状況

庄内川洪水浸水想定区域図(想定最大規模)

庄内川の洪水浸水想定区域は11市３町(愛知県：名
古屋市、一宮市、春日井市、小牧市、稲沢市、瀬戸
市、北名古屋市、あま市、清須市、蟹江町、大治町、
豊山町、岐阜県：多治見市、土岐市)であり、小里川
(ダム下流)浸水想定では瑞浪市が対象となっている。

洪水浸水想定区域及び小里川(ダム下流)浸水想定
の範囲を含む市町の総人口は約396万人（令和２年）
となる。

庄内川洪水浸水想定区域及び
小里川(ダム下流)浸水想定の該当市町の人口推移

小里川（ダム下流） 浸水想定図
（想定最大規模）
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 小里川ダムの洪水調節計画としては、流域面積が小さく洪水到達時間が短い
流域特性を踏まえ、ゲート操作を要しない自然調節方式とした。 ※出典：小里川ダム工事誌

 小里川ダム地点における計画高水流量1,000m3/sのうち、880m3/sを自然調節
方式により調節し、下流の小田井遊水地と併せて治水基準点（多治見地点、
枇杷島地点）の流量を低減させる。

・多治見：3,200m3/s→2,600m3/s

・枇杷島：4,700m3/s→4,400m3/s

防災操作計画
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小里川ダム防災操作図計画流量配分図

※ハイドログラフは昭和58年洪
水の波形を使用し、1/100雨量
に引き延ばしたもの



防災操作実績
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調節率
D/A%

調節量
D=A-B
m3/s

最大

放流量C
m3/s

最大流入時
放流量B
m3/s

最大流入量A
m3/s

洪水原因調節年月日番号

951835110193雷雨H17.8.53

3838646199台風15号H23.9.19～218

781807450230台風18号H25.9.15～1610

741596855214台風3号H29.7.413

751687356224大雨H29.8.18～1914

97883390前線H30.4.2515

54666356123台風21号H30.9.4～516

5653524396前線R1.6.29～3017

6966532995前線R2.7.818

6866473198前線R2.7.11～1219

41558180135前線R3.5.2120

6661483293前線R3.7.921

7321710078296前線R3.8.13～1422

60866558144前線R3.8.14～1523

4239585595台風15号R4.9.2324

小里川ダムの防災操作実績（管理開始～令和4年度）

※過去の主要洪水として、評価期間以前における最大流入量A>150m3/sの洪水及び下流域で洪水被害が生じたH23洪水を表記

過去の
主要洪水※

評価期間

 小里川ダムでは、管理開始以降24回（至近５年間で10回）の防災操作を行った。

 令和３年８月の前線による洪水では、既往最大の流入量を記録した。
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15令和3年8月13日～14日洪水 防災操作図

 至近５年間（平成30～令和４年）で最も大きな出水だった令和３年８月13日～14日
の前線による洪水では、最大流入量約296m3/sに対して洪水調節を実施し、放流
量が約78m3/s、最大調節量が約217m3/s、最大放流量が約100m3/sであった。

8/13 8/14

最大流入量
295.66m3/s

最大流入時放流
量 78.42m3/s 最大放流量 99.64m3/s

サーチャージ水位 EL.400.5m

常時満水位 EL.371.0m

最低水位 EL.353.0m

洪水調節量 217.24m3/s
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 小里川ダム管理開始以降最大となった令和３年８月洪水時における降雨の状況や特性を把握するために、

ダム管理開始以降に庄内川中流域で洪水被害が発生した平成23年９月洪水と比較した。

 平成23年９月洪水では時間雨量10㎜以上（時間最大30㎜）が継続して流域全体で降雨があったのに対し、

令和３年８月の洪水では時間最大雨量が56㎜で、ダム流域周辺に降雨が集中していた。

■：山岡観測所※気象庁保有の情報を利用し作成
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山岡

累計

H23.9.20 H23.9.21H23.9.19
H23年9月洪水のハイエトグラフ

H23.9.19 H23.9.20 H23.9.21

R3年8月洪水のハイエトグラフ(山岡地点)

時間最大30mm

時間最大56mm

累加雨量364mm

累加雨量294mm

令和3年8月14日 00:00雨量分布

ダム流域に
強雨域

累加

累加

雨量

雨量

庄内川

■

小里川ダム



ダムによる流量・水位低減効果

 防災操作実績を基に、ダムの有無による防災操作の効果を推定した。

 流量・水位の低減効果は、下流の市原地点(小里川)、瑞浪地点、土岐地点及び多治見地点

で評価した（市原地点（小里川）および土岐地点の詳細を次頁以降に示す）。

小里川ダム

市原
瑞浪

土岐

多治見

国土地理院

（参考）各地点の基準水位※

※ 市原地点及び瑞浪地点(国)は基準水位を設けていない

流量・水位低減効果の評価地点

小里川ダム

市原
瑞浪土岐

多治見多治見

枇杷島

岐阜県

愛知県

水位低減
効果

ダムあり
実績水位

ダムなし
推定水位

地点

0.54m4.26m4.80m市原

0.29m2.76m3.05m瑞浪

0.29m4.81m5.10m土岐

0.04m4.44m4.48m多治見

各地点における水位低減効果

土岐地点多治見地点水位状況

6.39m6.78m計画高水位

4.70m5.00m氾濫危険水位

4.50m4.70m避難判断水位

3.00m3.20m避難注意水位

重点管理項目【異常豪雨の頻発化に備えた防災・減災対策の推進】
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ダムによる流量・水位低減効果（令和3年8月13～14日（前線）洪水：市原地点）
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▽ダムなし推定水位 4.80ｍ

▽ダムあり実績水位 4.26ｍ

【水位低減 0.54ｍ】

 小里川ダムによる市原地点における
水位低減効果は約0.54mであった。

ダムなし最高水位：4.80m

ダムあり最高水位：4.26m

ダムなし最大流量：715m3/s

ダムあり最大流量：559m3/s

 小里川ダムによる市原地点における
流量低減効果は約156m3/sであった。

市原地点

市原地点の流量低減効果 市原地点の水位低減効果

水位低減 0.54m

重点管理項目【異常豪雨の頻発化に備えた防災・減災対策の推進】
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ダムによる流量・水位低減効果（令和3年8月13～14日(前線)洪水：土岐地点）

土岐地点の流量低減効果

（参考）岐阜県土岐市泉町河合地点

小里川ダムによる土岐地点における流量低減効果は約
195m3/s、水位低減効果は約0.29mであった。

土岐市泉町河合地先（土岐地点より1.2km上流）では、
堤防の高さ・幅が不足しており、決壊の危険性が一層高
く、決壊した場合には約60戸（氾濫人口約150人）が浸水
したと想定される。

土岐地点の水位低減効果

重点管理項目【異常豪雨の頻発化に備えた防災・減災対策の推進】

土岐地点



2

3

4

5

6

7

20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7

水
位

（
m

）

ダムあり

ダムなし

8/13 8/14

20

計画高水位 6.39m

氾濫危険水位 4.70m
避難判断水位 4.50m

氾濫注意水位
3.00m

ダムによる水位低減効果（令和3年8月13～14日(前線)洪水：土岐地点）

 土岐地点における氾濫危険水位以上の
継続時間は、小里川ダムの洪水調節に
よって約６割(1.5時間)縮減し、被害軽減
に貢献した。

 避難判断水位以上の継続時間に対して
も、約１時間の縮減効果が見られた。

継続時間
水位状況

ダムなしダムあり

2時間30分1時間氾濫危険水位以上

3時間20分2時間30分避難判断水位以上

9時間40分9時間30分氾濫注意水位以上

土岐地点の水位低減効果

ダムによる洪水継続時間の縮減効果

ダムなし：2.5時間

ダムあり：1時間
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 小里川ダムでは上流から流れてくる流木、生活系ゴミその他の浮遊物を捕捉し、下流
への拡散を防止している。

 平成28年から令和３年までの６年間で約230m3の流木を回収しており、下流河道での
被害軽減に寄与したものと考えられる。

副次効果（流木捕捉効果）

小里川ダムの流木回収状況(H25～R3) 流木の回収状況
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近年の豪雨への対応 事前放流の取り組み(1)

重点管理項目【異常豪雨の頻発化に備えた防災・減災対策の推進】

令和元年12月に策定された「既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた基本方
針」に基づいて、庄内川水系（庄内川・土岐川）では令和２年５月に治水協定を締
結し、庄内川水系の小里川ダム・神徳農地防災ダムの２ダムにおいて最大で約
589千㎥の洪水調節容量が確保されることとなった。

小里川ダムでは、令和２年７月15日に「小里川ダム事前放流実施要領」を策定し、
事前放流による洪水調節可能容量350千m3を定め、更なる洪水調節機能の強化
を図っている。

＜事前放流による洪水調節機能の強化＞
（小里川ダムの容量配分図イメージ）

通常時（洪水期の場合） 事前放流

▽ 最低水位 EL.353.0m

▽ サーチャージ水位 EL.400.5m ▽ サーチャージ水位 EL.400.5m

洪水調節容量12,900千m3

事前放流による洪水調節
可能容量350千m3

堆砂容量2,200千m3 堆砂容量2,200千m3

基礎地盤 EL.290.0m

洪水調節容量12,900千m3

▽ 最低水位 EL.353.0m

基礎地盤 EL.290.0m

関係機関分類

国土交通省中部地方整備局庄内川河川事務所

治水協定
締結機関

岐阜県県土整備部

土岐川防災ダム一部事務組合

中部電力株式会社

農林水産省東海農政局

オブサーバー※ 気象庁名古屋地方気象台

岐阜県農政部

＜治水協定に係る機関＞

※治水協定の締結に向けた協議会（庄内川水系ダム管理連絡調整協議
会）のオブサーバー
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近年の豪雨への対応 事前放流の取り組み(2)

予測降雨量

基準降雨量
(208mm/24h）

予測降雨量

基準降雨量
(208mm/24h）

実施
体制
確保

実施
体制
確保

貯水位低下
量の算定

貯水位低下
量の算定

事前放流

実施

事前放流

実施

河川管理者

庄内川河川事務所

実施体制に
入るように

伝える

ダム管理者

小里川ダム
管理支所

重点管理項目【異常豪雨の頻発化に備えた防災・減災対策の推進】

＞

気象庁
全般台風情報
全般気象情報

関係機関、及び一般に「事
前放流の実施」を周知

※関係機関
中部地方整備局

多治見・恵那土木事務所
多治見警察署 等

発
表

パトロール・
警報等による
河川利用者
の安全確保

パトロール・
警報等による
河川利用者
の安全確保

※1：GSMガイダンス 気象庁の全球モデルによる数値予報。
予測領域は地球全体20km格子

※2：MSMガイダンス 気象庁のメソモデルによる数値予報。
予測領域は日本周辺5km格子

時間経過とともに降
雨予測の変化に伴う
確保容量の見直しを

適宜実施

実施判断は3日
前から実施を基

本とする

GSM・MSMガイダンスの降
雨継続期間内の最大累積
雨量値を比較し、いずれか
大きい予測降雨量を採用

数値予報（GSM（6時間ごと更新）、MSM（3時間ごと更新））の時点更新
に応じて予測降雨量の見直しを実施

予測降雨量
の監視

GSMガイダンス
(84h予測)※1

or
MSMガイダンス

(39h予測)※2



重点管理項目【異常豪雨の頻発化に備えた防災・減災対策の推進】

近年、各地で異常豪雨等を原因とする水害が多発していることに鑑み、平時より水害リスク
を認識し、洪水時の被害軽減を図るため、庄内川水系では「想定しうる最大規模の降雨」に
基づいて作成された浸水想定区域図が公表されている。

さらに、ダム下流区間等において住民等が浸水リスクを十分に認知していない状況で氾濫
が発生したという事例を受け、ダム下流部においても想定最大規模の降雨により浸水する
おそれのある区域とその水深等の公表を行っている。

庄内川水系庄内川 浸水想定区域図（想定最大規模）
／令和２年３月６日公表

庄内川水系小里川（ダム下流） 浸水想定図（想定最大規模）
／令和２年５月２９日公表

24

水害リスクに対する理解促進の取り組み(１)浸水想定区域図等の公表
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対象地区開催日

瑞浪市稲津町内
（10地区）

10/18R3

瑞浪市土岐地区内
（2地区）

7/8

R4
瑞浪市稲津町内
（10地区）

9/14

瑞浪市土岐地区内
（2地区）

7/14

R5
瑞浪市稲津町内
(10地区)

9/20

マイ・タイムライン訓練の実施状況

小里川ダムでは、関係機関・地域と密接に調整を図り、積極的に地域防災活動の活性化に
取り組んでいる。

近年では、地元自主防災組織（みずなみ防災会※）等と連携し、「水害リスクのパネル展・ ４７
の災害アーカイブパネル展」、「下流域におけるマイ・タイムライン机上訓練」等を開催した。

※ みずなみ防災会：地域防災の担い手の育成・強化を主目的に瑞浪市が支援事業を実施しており、「みずなみ防災会」はこの事業を通じて
生まれた防災士により組織されたもの。地域の防災活動に貢献している。

１. 地域防災活動の活性化 知る・知らせる

地域協働

① 水害リスクパネル展 ② 市合同タイムラインチェック
③ 吹鳴・情報提供内容の共有 （⑥ SNSによる防災情報の発信）

④ 浸水想定図を用いたマイ・タイムライン机上訓練
⑤ 水害アーカイブパネル展 協働開催（ふれあい館にて開催）

４７の災害 アーカイブパネル展の開催状況

↑瑞浪市陶町住民作成のパネル

瑞浪市稲津町住民作成の
被災当時写真のスライドショー↓

小里川ダムにおける「地域防災活動の活性化」の活動体系

水害リスクに対する理解促進の取り組み(２) 地域防災活動の活性化

重点管理項目【異常豪雨の頻発化に備えた防災・減災対策の推進】




